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^

.
上
杉
博
士
の
憲
法
論'

#'

田
岩

■
次

郧

：

上
杉
傅
'±

、
其
の
著「
帝
國
憲
法
綱
領」

に
，序
しV

日 

く
、「

予
於
從
來
の
箸̂

論
文
の
所
說
、
或
は
^
書
の
所 

說
と
異
な
る
名
の
あ6

。
讀
者
若
し
斯
ぐ
の
如
き
名
の. 

を
發
見
せ
ば
、
本
書
の
所
說
を
以
て
、
予
於
眞
主
張
と 

爲
さ
ん
乙
と
を
名
ふ
。
予
前
弗
を
知6

て
、
改
め
杧
る 

名
の
多
し
。
殊
に

明
治
三
十
九
年
五
月
、
予
舣W

S

 

前
の
箸
述
論
文
は
多
く
は
皆
誤®

の
見
解
を
傳
へ
杧6
 

他
間
之
を
以
て
、
予
舣
眞
意
を
過
ら

f
u
'-「

ん
こ
と
を
切 

琪
す」

云
々
。
予
於
玆
に
考
究
せ
ん
と
欲
す
る
は
帝
國 

憲
法
綱
領
に
.现
は
れ
杧
る
傅
士
の
所
論
、
卽
ち
傅
士
の 

.

所
贈
眞
主
張
な
る
こ
と
を
本
論
の
冒
頭
に
於

V

 

r

言
し 

I

置
く
可
し
。
叉
豫
め
論
述
の
鮪！®
を
限
定
す
る
の
必
要 

;

有
6

0

乃

ち「

國

家」
「

國

體

と

政

體

」
「

帝

國

議

會

と

立
 

法
權J

及S
「

憲
法
の
性
質
と
其
の解

！！
」

の
四
項
に
分 

<

w
 士
の
所
論
を
檢
せ
ん
と
欲
す。
' 

.

V

 

〔

其

のI
〕

國

家

、
傅
士
日
く
、

r

國
家
办
.外
形
を
見
れ
ば
、
唯」

の
主
權 

者
有
6

0

多
數
の
、.

一
定
の
、
各
人
あ6

。
之
を
連
結
. 

す
る
名
の
、
命
令
、
服
從
允6

ヽ
統
治
杧
6

。
國
家
は
' 

一
統
治
關
係
な6

。
之
を
國
體
と
沄
ふ
は
多
數
人
相
賴
る 

の
關
係
な
れ
ば
な
み,0
相
賴
る
は
、
互
に
、
直
接
に
、 

合
意
集
合
す
る
に
非
岁
。
共
に
、

一
齊
に
、
主
權
者
に 

一
服
從
す
る
に
由
る
。
主
權
者
統
治
し
、
各
人
統
治
せ
ら 

る
。
分
れ
<

統
治
0*

主
客
仡
6

、
之
を
國
家
と
爲
す」

_

と
。(

綱
領
六—

七
頁)

郎
ち
傅
士
の
所
論
は
國
家
の
人 

|

将
と
單
一
體
允
る
こ
と
を
否
定
し
、
,
11

家
は
統
治
權
の 

主
體
tc

る
主
權
者
於
統
治
權
の
客
體f
c

る
R

民
を
支g

 

し
、
統
治
ず
る
關
係
に
過
ぎ
少
と
爲
す
名
の
な
6

。
.國 

家
に
治
若
有
6

、
被
治
者
有
ら
。
治
者
と
被
治
者
と

Q

 

.

間
に
は
、
必
す
統
治
關
係
存
す
る
を
以
て
、
國
家
.は
統 

治
關
係
な
6

と
爲
す
は
‘

j

見
有
理
な
る
が
如
し
。
實
驗 

法
學
派
の
容
易
に
採
用
す
る
所
と
な
る
所
以
な
れ
ど
？ 

這
は
偶
々
以
<

彼
等
の
硏
究
の
深
刻
な
ら̂

る
t

 

L

e

t

 

表
白
ず
る
名
の
と
爾
ふ
耶
し
。
凡
を
法
律
上
に
於
け
る 

國
家
の
觀
念
は
擬
制
に
非
岁.し
て
抽
象
な
6

。
擬
制
は

75

想

像

を

基

礎

と

し

、

抽

象

«

事

實

を

基

礎

と

す

。

國

家

 

を

對

象

と

す

る

法

律

的

硏

究

は

寧

實

を

基

礎

と

す

る

1| 

家

の

抽

象

的

歡

察

に

基

く

 

t

を

要

1

。

斯

グ

W

究

の

&

 

接

の

目

的

は

國

家

其

€ >
名

の

、

本

質

を

了

解

す

る

に

非

J
 

少

し

て

ヽ

國

家

の

法

に

對

す

る

_

«

を

1

ゅ

し

、

國

窣

 

の

法

的

生

活

竝

に

现

象

を

矛

盾

な

く

_

明

す

石

に

必

要

| 

な

る

國

家

觀

念

を

追

求

カ

る

に

在

6

。

固

上

6

法

律

上

\ 

の

國

家

、

道

德

上

の

國

家

. \
政

治

上

の

國

家

、

社

會

上

 

の

國

絷

と

云

分

於

如

く

、

國

家

に

實

質

上

：の

區

別

ぁ

る

\ 

に

非

ぎ

る

や

^

論

な

6

。(

.笕

傅

士

、國

家

の

硏

究

、第

一

一
 

卷

、

ニ

〇

七

頁

)

さ

て

國

家

ゆ

法

律

的

研

究

に

し

て

國

ニ

 

家

の

法

律

现

象

を

遺

憾

な

く

、

說

明

す

る

t

と

を

本

來

| 

.の

目

的

と

す

る

以

上

、

統

治

關

係

說

は

到

底

採

用

の

餘

 

地

な

き

な

6

。

若

夫

れ

國

家

を

以

V

單

に

統

治

關

係

な

 

ろ

.と

な

3

ん

か

、

治

者

、

被

治

#

に

»

絕

ぇ

岁

新

陳

代

\ 

謝

ぉ

る

に

名

拘

は

ら

少

、

國

家

财

猶

克

く

永

續

的

單

」

一
 

體

女

る

所

以

を

說

明

す

る

能

は

岁

。

又

若

し

國

寧

の

單

 

1

意

思

は

法

律

の

擬

制

に

由

る

i

な

3

ん

か

、

是

れ

國

 

家

は

法

律

的

1C
觀

念

^

る

能

肢

^

る

乙

と

を

告

白

す

る

 

,

雜

.

錄

.:

v
 

,

名
の
に
外
な
ら̂

る
な
6

0

'
 (

エ
リ
ネ
ッ
グ®
普
通
國
家 

學
、
第一
.

卷
、一

六一

頁)

國
家
对
統
治
權
の
主
體
と
統 

治
梅
の
客
'體
と
の
間
に
ニ
分
せら
る

‘

と
せ
ば
、
g!
^

 

e

IH
lc

單

一

體

に

非

^

る

な

6

。
m

一
 

體
に
非
^
る
苹 

.
な
る
關
係
、が
如
何
，に
し
て
活
動
カ
の
主
體
と
な
6

得
る 

や
。
國
際
條
約
は
直
接
絛
約
國
雙
方
を
拘
¥

.

る
に
非 

.

卞
や
？
、
職
爭
は
國
家
對
國
家
の
關
係
に
非
卞
や
？
、
單 

な
る
統
治
關
係
は
條
約
を
締
結
し
得
る
名
の
に
非
梦
。 

叉
戰
爭
行
爲
を
爲
し
得
る2

の
に
非
卞
。
況
ん
や
國
際 

法
上
の
櫬
利
を
享
有
し
、
義
務
を
儀
檐
す
る
を
や
。

(

美 

濃
部
博
士
®
日
本
國
法
學J

一
 

丸
頁
參
照)

統

洽

關

係

說

は

統

治

客

體

說

i

相

去

る

甚

だ

遠

か

ら

• 

屮

。

統

治

客

體

說

は

中

他

封

建

赌

代

の

如

く

、

諸

侯

於
 

領

土

及

び

人

民

を

己

の

私

有

物

の

如

く

»

»

し

杧

る

,

 

代

な

ら

ん

に

は

或

は

M

«

の

學

說

i

稱

し

得

可

け

ん

名

 

之

を

今
！！
！

の

.
廳

家

.に

當

.

V

嵌

ひ

る

.
こ

と

を

^

^

ず

。

然

^

 ̂

統

治

の

目

的

物

A

此

の

目

的

物

を

支

a

す

る

意

思

主

體

 

i

を

相

對

せ

し

ひ

る

點

は

統

治

關

係

說

と

異

な

ら

ず

P

. 

然

4

と

雖

ど

名

、
，

近

世

の

思

想

if
：

於

<

國

家

i

f

'る

. 

—

ノ

七

五

.
-
.
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雜
錄

76

は
人
民
&

統
治
襬
の
-7
'

に

銃「

せ

ら

る

、
單

一

體

を

云
 

ふ
ぢ
の
に
し
て
、
國
家
は
統
治
權
の
主
體
と
銃
治
權
の 

客
體
と
に
依
て 
一|
分
せ
ら
る
S

?

の
に
非
ず
0

3C

.統
治 

權
の
主
體
客
體
の
同
に
於
け
る
#
令
服
從
の
關
係
を
稱 

し
て
國
家
と
云
ふ
に
非
ず
。
，而
し
て
叉
主
榴
者
若
く
は 

人
民
の
如
き
國
家
成
立
要
素
の

一
を
以
て
國
家
と
な
す
，
 

U

非
^

る
な
A

1

?
治
者
、
被
治
者
共
に
國
家
の
內
に
存 

'.
,
,
し
て
國
家
の
外
に
在
ら
ず
っ
君
主
が

6
家
の
機
關
な
6

 

と
云
ひ
、
或
は
國
家
の0

主
表
现
人(

總
攒
表
现
人)

な 

ろ
と
云
ふ
が
如
き
は
何
れ«.
君
主
と
_

ど
3

ハ
il

家
の
，
 

:

:

«

部
に
在
て
、
國
家
の
爲
め
に
國
家
の§

權
を
，行
ふ 

’

名
の
な
の
意
味
を
明
か
に
す
る
の
必
要
よ

6

生
せ 

る
學
說
に
し
て
、
國
家
人
格
説
を
前
提
と
す
る
？
の
な 

6

。
君
主
财
网
家
の
上
に
、
若
く
は
國
家
の
外
に
有
ら 

»

る
の
.一

事
は
立
憲
君
主
國〜

-輿
制
溶
主
國
と
に
依
ろ 

V

相
違
す
る
名
の
に
非
ずO
P

ベ
ル
ナ
チ
ゥ
ク」

於
*
«
國 

を
以
ズ
國
體
の
一
種
別
と
し
、
專
制
國
と
は
國
家
の
元 

首
杧
る
ぢ
の
舣
厠
家
統
治
の
大
權
を
有
丨
、
且
つ
之
を 

:
國
家
の
目
的
に
資
せ
ず
し
て
、
自
已
一
身
の
私
利
を
圖

.

, 

.

七
六

る
の
具
に
供
す
る
國
家
な6

ん
言
ひ
し
は
法
理
上IG
當 

に
非
ら
ず
.
o(

、ノ
ッ
チ
干
ソ
グ
普
通
國
法
學
第
六
頁

)

尊
制
君 

主
國
沢
君
主
國
の
一
形
體
に
過
ぎ
次
る
は
勿
®
、
國
家 

對
君
主
の
關
係
は
常
に
全
部#

部
分
.の
關
係
に
し
て
、 

全
部
相
對
關
係(

.覚
博
士
前
揭
書.一
ニ
七
ー1
實
以
下
參
照) 

に
在
る
3

の
に
非̂

れ
ば
な
6

。

3

て
斯
く
云
へ
ば
、
意
義
甚
だ
明1»
な
る
於
如
き
％ 

■
.
.

主̂
が
國
家
の
機
關
な6

と
云
ふ
場
合
の
機
關
な
る
語 

は
反
獨
論
者
に
依6

て
屢
々
曲
解
せ'
ら
れ
、動

？； p

す
れ 

ば
君
主
機
關
說
は
我
舣
國
體
，
相
容
れ

f
o

る
於
如
き
ロ 

物
を
漏
ら
す
者
有6
0

'.果
し
て
然
ら
ば
何
が
故
に
君
主 

機
關
說
は
我
於
國
微〜

相
雜
れ
次
るf

乃
ち
彼
等
は 

之
に
答
へ
て
日
く
、

「

機
關
£

は
意
思
な
き
道
具
な6
 ヽ

他
人
の
手
足
と
な
ん
士
働
く
名
の
な6

。
君
主
機
關
說 

の
我
が
國
に
於
て
採
用
す
可/P
ら
次
る
は
明
白
な
ら̂
 

や」

と
。
上
杉
傅
士
憲
法
綱
領
第
四
八
頁
に

「

主
権
は

天
皇
自
己
の
權
カ
な
ろ
。
他
人
の
豸
目
を
受
け
、
他
人 

の
名
義
に
於
<

、
他
人
の
事
を.
行
ふ
に
非
ず」

と
有
6

 

其
の
意
味
は
天
皇
は
國
家
の
機
關
に
非
ず

j!
!

統
^
*
の
主
體
に
し
て
、
'.

其
の
統
治
權
を
行
使
せ
ら
る 

る
は
卽
ち
天
皇
御
S

身
の
權
利
を
行
使
せ
ら
る
、
に 

外
な
ら̂

と
云
ふ
に
：在6

Q

裳
に
®

多
き
己
と
な4

,

ど 

i

t®

士
の
所
論
を
餘b

詰
む
れ
ば
..天
皇
は
帝
國
の 

外
に
在
.
6

、
帝
國
の
利
害
を
無
視
し
て
、
只
管
御
一
身 

の
爲
め
に
私
の
權
利
を
行
使
せ
ら•る
v

>
名
の
な
6

と
の 

有
ら
.れ
？
な
き
解
釋
を
下r

c
>

る
可
か
ら
^
。
我
が
國 

體
と
相
容
れ
次
る
名
の
は
君
主
機
關
說
に
非
ず
し

v

、 

斯
く
言
^

上
杉
愤
士
の
所
論
こ̂
V

&

か
.膝
一
一
一
千
年
の
歷 

史
を
無
視
し
、
•帝
國
憲
法
の
精
神
と
絕
對
に
相
縛
れ
次 

る
學
說
と
云
姑
次
る
可
扒
ら
次
る
な
れ
。
若
夫
れ
我
^
 

國
に
危
險
思
想
な
るS

の
存
す
と
せ
ば
、
*开
は
上
杉
傅 

士
の
讖
法
論
を
歡
迎
す
る
が
如
き
思
想
を
云
ふ
な
6

0
 

筧
博
士
於
天
皇
は
國
權
を
私
有
せ
ら
る
、
御
方
に
ぁ 

ら
せ
ら
れ
卞
。
國
家
の
統
治
權
け
國
家
に
屬
す
、
之
を 

表
.現
す
る
統
治
の
大
權
は
天
畠
に11
す
、
國
家
の
統 

治
權
の
主
體
は
國
家
な6

、
之
を
*
現
す
る
大
權
の
主 

體
は
元
よ
6

天
皇
に
か
は
し
ま
す(

前
揭
書一

六
頁 

頭
«

')

と
沄
ベ
る
は
君
主«

^

說
と
多
少
»

^

め
ガ
^

を
異
に
す
る
名
、
大
體
の
精
神«

1

な
6

と
爾
夯
<
可 

な
6

。
要
す
る
に
國
家
は
單
ニ
體
な6

、
人
格
者
な
6

 

統
治
權
の
主
體
な6

、
而
しV

筧
W

士
の
所
爾
普
遍
我 

_

な
6

。

天
皇
が
統
治
権
を
行
使
せ
ら.る
、
は
私
の
權 

一
利
を
行
使
せ
ら
る
、
に
非
^
。
統
治
權
は
國
家
の
權
利 

に
し
て
.
、
從
て
公
の
權
利
な
れ
ば
な
ろ
。

〔

其
©
 II〕

■
體
と
政
體 

阈
體
の
問
題
»

最
名
古
く
し
て|
、
然
^P

今
日
it

ほ
^

 

\ 

く
論
_

の
■

を
絕
ち
fc
6

と 
一

K

ふ
可£

：

ら
.
次
る
な
i

 

.

願
體
の
分
類
に
關
し
て
は

「

7

リ
ス
ト
テ
レ

スJ

以
來
、 

種
々
學
說
を
立<

杧
る
者
あ
6

.°

例
へ
ば
、
一"
マ
キ
ヤ
べ 

リ」

は
君
主
la

、
共
和
國
の
ニa

の
阈
體
を
認
め
杧
る 

於
、
別
に
將
殊
の
國
體
と
し<

儒
政
國
を
擧
げ
*
る
者 

|

あ
6

、
尊
制
國
を
認
め
本
る
者
あ6

。
然
れ
ど
ぢ
神
政
，
 

一
國
と
は
紘
治
權
の
淵
源
に
關
す
る
國
民
の
信
念
を
表
示 

一
す
る
に
止
^
^
、
國
家
根
本
組
雛
の
問
題
に
非
玄
ヽ
専 

制
國
％
亦
將
殊
の
闘.體
と
認
0

可
き
％
の
に
#
ヂ
し
て 

君
主
國
の
ー
，形
態
に
過
ぎ
次
る
な6

。「

レ
ー
ム」

は
日 

.

く
、

r

今
日
.

y

於
て
名
國
家
の
最
高
機
關
を
組
織
す
る
自



;し‘

I_

h
i 

t tK
d
v 

V

 

K
)
,

ノ今

I

f

-
I
I
I

d:
t > ;  

^  t

パ

4:一

雜
錄

78

然
入
の
數
に
依
て
君
主
國
、
共
和
國
の
區
別'|
:
な
す
は 

衆
說
.の一
致
せ
る
所
な
-

^」

と
。(

や
ツ
チ
で
•ツ
グ
前
揭
書
六 

頁)

之
に
反
し
<

「

ベ
ル
ナ
チ
ツ
グ

」

は
統
治
者
の
數
の 

:

如
何
は
以
て
君
主
國
及
ぴ
共
和
國
の
觀
念
を
定
む
る
に 

，
足
ら
ず
と
な
し
、
氏j
流
の
斷
案
を
下
し
て
日
く
、

「

君 

主
國
と
は
國
家
最
高
の
機
關
於
利
己
的
の
目
的
を
離
れ 

V

其
の
地
位
に
對
す
る
固
有
の
權
利
を
有
し
、
且
つ
銃 

治
權
其
の
名
の> 
於
國
家
と
君
主i

r-
依
て
分
有
せ
ら
る 

る
所
の
國
家
を̂

ひ
、
共
和
國
と
は
國
家
最
高
官
職
の 

-

保
有
者
於
國
家
の
娄
住
を
受
け
て
始
め

v

其
の
地
位
に 

在
る
所
の
國
家
、
卽
ち
元
首
财
唯
國
家
の
機
關
杧
る
に 

Jh
4

る
所
の
國
家
を
云
ふj
i

o
 

(

々
ツ
チ
千
ソ
ク
前® ,
書
六 

'
頁)

I

此
の「

ベ」

氏
の
見
»

は
當
を
得
梦
。
如
何
と
な
れ 

パ

ば「

ベ
L

氏
の
說
》
君
主
を
國
家
の
外
に
置
き
、
從
て
近 

世
の
國
家
觀
念
と
矛
盾.
せ
る
の
み
な
ら
^
、
君
主
國
の 

君
主
名
亦
國
家
の
機
關
な
る
こi

前
述
の
如
く
な
る
パ 

，故
1C

、.
斯
く
の
如
き
暖
昧
な
る
標
準
を
某
；礎
と
す
る
國 

擒
の
分
類
は
®

^

物
に
な
ら̂

る
な
ん
.
0 :

次
ぎ
に「

H

リ
ネ/

J

氏
亦
獨
特
の
見
觫
を
下
し
：て

. 

七
八
：

,

,

.

.

く
、
.
.

「

君
主
國
に
在
タ
て
：は
鼯
翁
に
活
@
^
を
附
與 

.

す
る
名
0

は
自
然
意
思
に
，し
て
、
共
和
國
に
在
ろ
て
國 

家
に
活
動
力
を
附
與
す̂

名
の
は
憲
法
に
遨
由
じ
、
法 

规
の
適
用
を
俟
て
自
然
意
思
ょ6

收
得
す
る
所
の
法#
 

意
思
な
6

。
共
和
國
に
於
け
る
國
家1
1^
尚
意
思
は
多
數 

自
然
人
の
意
思
行
爲
に
侬◊

て
收
得
し
、
從
て
馆
法
缔 

上
の
存
在
の
み
を
認
め
得
可
きS

の
な
る
$

、
君
主
_

 

に
艰
け
る
*
家
最
高
意
思
は
目
以
て
見
る
こ
ど
を
得
可 

き
活
け
-̂

自
然
人
の
保
有
す
る
所̂

る
な
6

」

i

。
然 

れ
ど
名
此
の
區
別
？
亦1£
當
な
’ら
#
。
君
主
國
に
泠
け 

る
雨
家
最
高
意
思
は
君
主
杧
る
自
然
人
が
國
家
の
機
關 

と
しV

發
表
す
る
所
の
意
思
に
し
て
、
此
は
法
律
上
に 

於
て
の
み
識
场
得
可
き
名
の
に
非
支
や
？
、
君
主
於
國 

家Q
,

機
關
と
し
て
發
表
しfc
る
名
の
•

に
非
^
る
所
の
意 

思
は
君
主
の
私
の
意
思
に
し
て
、
國
家
の
最
高
意
思
*
 

る
名
の
に
非̂

る
な
-CS。

上
杉
撖
士
憲
法
#
^(

ー
 一

六
頁)

に
記
す
所
を
見
る
に 

國
體
は
通
常
大
別
し
て
、
君
主
國
體
ヽ
貴
族
國
體
、
及 

ぴ
民
主
國
體
と
爲
す
。
或
は
君
主
國
體
に
非
^
る
ダ
の

.

を
概
括
し
て
共
和
國
體
と
爲
し
ヽ
君
主
國
體
と
相
對
せ 

し
む
る
？
の
あ6
0

節
明
に
し
て
、
$

に
應
杧
れ6
-
 

君
主
國
體
と
紱
將
定
の」

人
を
以
<

主
權
者
と
す
る
な.
' 

.

6

。
共
和
國
髋
と
は
、一

人
以
上
數
A

を
以
.て
主
權
者
マ 

i

す
る
な
C

11

と
有
6

。
«

此
の
ニ
節
の
み
を
見
るi
 

j. 

き
は
敢
て
不
都
合
な
き
於
如
し
と®

ど
名
、
傅
士
は
更 

に
犖
を
迆
め
<

日
く
、

「

君
主
の
主
權
を
行
ふ
は
獨
立
な„ 

己
の
力
に
侬
6

て
、
自
己
の
事
を.行
ふ
。
他

人

j 

の
委
節
を
受
け
、
其
の
機
關
と
し
て
、
之
に
服
從
す
る
丨 

免
の
に
非
^
。
君
主
と
主
權
と
は
一
體
，君
主
を

\

 

離
れV

主
權
な
く
、
主
權
を
措S
V

君
主
な
し」

云
々
。
-|

;

國
體
ど
分
て
君
主
國
及
び
共
和
國
と
爲
す
は
則
ち
可
な
. 

6

0

然
れ
ど
％
博
士
の
所
爾
主
權
者
と
»
主
權
の
歸
屬 

す
る
所
の
主
體
を
指
稱
す
る
？
の‘に
し
<
、
主
權
の
主 

.

體
把
f

の
>

一
人
な
る
&
、
數
人
带
く
は
多
數
な
る
ナ 

か
に
侬y

君
主
國
と
共
和
國
と
を
區
別
せ
ん
と
す
る
名

I 

の
な
る
於
故
に
誤
れ
る
の
甚
し
き$

の
な
6

。
如
何
と 

丨-
な
れ
ば
主
權
の
歸
屬
す
石
所
は
國
家
な
る
人
格
者
に
し
，
 

79

て
、
常
に
-ー
有
つ<

ニ
有
る
乙
と
な
け
れ
ば
な6

。
主

-
.

■ 

ノ 

. 

-

.
ン

.
— 

.....-
 

•..

雜

錄

 

，

權
ゆ
歸
屬
す
る
所
ニ
以
上
有
れ
ば
、
則
ち
ニ
箇
以
上
の 

國
家
の
存
在
を
意
味
す
。
國

家

一

な
れ
ば
虫
權
の
歸»
 

す
る
所
亦
必̂

ー.
な
ら
^

る
司
^

ら
^
。
然
る
に
主
權 

の
歸
屬
す
る
所
の
ー
な
る/ p
、
ニ
以
上
な
る/7
>
に
依
て 

國
體
を
類
別
せ
ん
と
す
、
猶
木
に
據<
魚
を
求
め
、
池 

中
の
月
影
を
捉
へ
ん
と
す
る
於
如
し
。
赀
に
喂
は3 '
'
る 

を
得
ん
や
。

君
主
の
由
權
を
行
ふ.は
國
家
の
權
利
を
行
ふ
な6

。 

.國
家
と
は
人
民
を
指
稱
す
る
に
非
す
、
君
主
機
關
說
に 

於
て
君
主
が
國
家.の
機
關
な
6

と
云
ふ
は
、
君
主
は
人 

民
の
道
具
な
6

i

云
ふ
に
非
ず
、
途
方g

な
き
曲
解
と 

爾
ふ
可
し
.。
君
主
、
人
民
共
に
齊
し
く
國
家
の
要
素
な6 

人
民
が
國
家
.の
人
民
な
る
が
如
く
、
君
主
名
亦
國
家
の 

君
主
な
6

と
の
爾
tc

外
な
ら
ず
。
國
家
&
ち
君
主
な
る 

に
非
^

、
國
家
卽
ち
-人
民
な
る
に
S

非

^

。

君

主

は

卽
 

本
國
家
の
權
利
を
行
ふ
と
雖
$
、
國
家
先
づ
存
し
て
然 

る
後
に
‘君
主
有
る
に
非
ず
。
君
主
先
づ
存
し
て
、
然
る 

後
に
國
家
有
る

.

非
賞
。
此
の
點
に
付
て
は
$

士 

の
Fr
*
^
ft
^
p
當
を
得
fc
k

。
«

士
75

ち
日
く
、

「

國
家
先

,

.

•

.

'

.

r

,

:

.

.

. 

.七

.九



g

づ
存
在
し
、
，國
權
先
づ
在6

V
、

然

る

後

に
.
天
皇
在
' 

ら
せ
&

れ
、
又
統
治
の
大
權
在
る
名
の
に
非
贫。
真

 

ば
とV
天
皇
先
づ
在
ら
せ
ら
れ
、
叉
統
治
の
大
權
在 

ろ
七
後
に
國
家
を
生
匕
、
國
權
を
發
生
し
^
る
洛
の
に 

?

非
少
、
建
國
事
實
の
究
成
と
、
國
象
のt

主
表
现
人 

及
び
其
の
大
權
の
究
成
と、
' 
國
家
M

'に
其
の
國
權
の
完 

成
と
は
一
切
一
勝
に®

まるのな

6

、
3C

永
^

永
#

 

比
の
形
式
に
於v

1

切

一

靡
に
存
し
つ
、
あ
る
名
の
な 

6

」

云
々
。
ニ
前
揭
書
ニ
八
六
贸

)
要
す
る
に
、
國
家
は 

主
權
の
主
體
1C

し
て
、
國
家
を
離
れ
て
主
權
有
る
こ
と 

な
し
。
さ
れ
ば
君
主
：！

I、

共
和
國
の
差
別
標
準
は
之
を. 

主
權
の
主
體
お
る
自
然
人
の
數
に
求
ひ
る
こ
と
を
®

^

 

W

し

V

兩
者
t

t
何
人
於
國
家
の
最
高
機
關
を
構
成
す
る 

や
を
.
見

y

始
め
て
之
を
區
別
す
る
乙.と
を
得
可
き
な6
 

:

次
ぎ
に
問
題
と
な
る
は
踏
體
と
政
骸
と
の
區
別
を
||

:

:

:
む
可
き
や
否
や
の一

事
®

ち
是
な
み
。
上
杉
傅
士
 

(

綱 

領

、
三
一
一
頁

)

は
0

く

、

「

政
體
は
統
治
の
爲
め
に
設
く
る 

:

官
府
の
設
備
と
、
之
に
，當
る
の
政
務
の
分
酿
な
6

°
政 

■

體
i

ii

體
と
は̂

双
の
聯
關
あ
る
こ
と
な
し
。
政
體
更

革
し
て
、
國
體
故
の
如
き
は
常
に
之
あ6

。
國

體

異

な• 

,る
贫
亦
類
似
の
官
府0
:
設
備
と
政
務
の
分
亂
と
、
之
あ 

る
こ
と
公
得
べ
し
ノ
政
髋
と
國
體
と
を
分
畫
す
る
こ
と 

Z

明
か
な
ら
次
る
と
き
は
、
1

塒
の
政
體
の
變
を
以
て
、 

永
久
の
國
體
e

fj

か
し
、

‘凝
似
隱
昧
の
間
に
、
革#

を 

見
ん
と
す
る
の
恐
：あ6

。
若
し
國
髋
の
滅
ぴ
次
ら
ん
乙 

と
を
欲
せ
ば
、
斷
1:
.

て
之
を
避
け
次
る
可
か
ら
少
。-

」

沄 

々
。
上
杉
傅
士
と
反
對
に
國
體
政
體
無
差
別
論
を
唱
ふ 

I
.

る
.一
人
を
美
濃
部
博
士
と
な
す
。
今
«
士
所
論
の
一
端 

を
記
す
可
し
。

『

國
體
ど
>は
國
家
機
關
の
組
織
に
基
く
國 

家
の
種
類
を
爾
ふ
。

(

日
本
國
法
學
、.
上
卷
上
、

一
一
七 

W

)

國
體
の
區
別
の
外
に
往
々
之

〜

相
對
し
て
又
政
體 

の
區
別
を
論
少
る
者
あ6

。
例
へ
ば
德
積「

憲
法
大
意」

(

六
頁)

は「

國
體
は
轉
治
主
權
の
所
在
に
由
ぅ
て
分
/p 

れ
、
政
體
は
統
治
權
の
行
動
の
形
式
に
由
6

.て
同
匕
於 

一
ら
す」

と
日
へ
ろ
。
6!
1

ち
1!
«
は
何
人
於
統
治
權
の
主 

體
t

る
か
の
1

に
し
て
、
政
體
は
統
治
權
のS
.

0

.
 

形式に依る區別な爲すな

6

。
小
野
塚「

政
治 

大
綱」
ニ 

ニ
一
貢)

名
亦
略
之
に
類
し
、
國

體

は

最.

81

高
機
關
の
組
織
に
基
く
區
別
に
し
て
、
政
體
は
其
の
作 

用
の
規
定
卽
ち
活
動
の
形
式
に
關
す
る
區
別
な
6

と
せ 

6

。.

而
し
て
爾
氏
共
に
君
主
政
と
共
和
政i

を
以V

國 

體
の
區
別
と
七
、
立
憲
政
と
專
制
政
と
を
以
て
政
«§
0

j 

區
別
と
す
る
こ
と
に
於
て
ー
致
せ6

。
然
れ
ど
名
所
爾 

立
憲
政
i

專
制
政
と
は
決
し
て
.單
に
銃
治
權
行
動
の
形 

式
を
異
に
す
る
に
止
が
る
名
の

U

非
ず
、
國

權

を

行

ふ\ 

機
關
の
組
織
を
異
に
せ
る
な6

?

而

し

て

.君

主

政

と

共
 

和
政
と
の
區
別
名
亦
國
權
機
關
の
組
織
に
因
る
區
別
女
. 

6

。
所
謂
政
體
的
分
類
土
國
體
的
分
類
，と
は
決
し
て
其
'

の
性
質
を
異
に
す
る
の
區
別
に
非
ず
。
國
體
の
區
別
は 

卽
ち
政
體
の
區
別
な6

。(

前
»

書
1

ニ
〇
頁)』

以
上
は 

日
本
國
法
學
に
規
は
れ
杧
る
美
濃
部
陴
士
の
所
論
な
る
一 

名
、
傅
士
は
法
學
協
會
雜

f
i

第
三
一
卷
第
六
號「

罾
國 

の
國
體
i

帝
國
憲
法」

に
於
て
は
別
種
の
意
見
を
陳
べ— 

ら
れ
杧
6

。
今
傅
士
所
論
の
要
點
を
擧
ぐ
れ
ば
大
略
左

y

 

の
如
し
。
 

，

(

ィ)

國
體
と
は
國
家
團
結
の
基
く
所
の
'民
族
精
神
を 

.

云
ひ
、
政
體
と
は
國
の
政̂

紙
織
を
云
ふ
。

.

'

; 

'雜

，

錄
：

(

ロ)

國
體
の
觀
念
は
憲
法
上
の
觀
念
に
非
少
し
<
、

主
と
し
て
倫
理
上
の
觀
念
な6

。

' (

こ
憲
^

は
國
の
政
治
組«

を
定
む
る
名
8

體
を
定 

む
る
こ
と
な
し
。

(

ニ )

國
體
の
差
違
は
<

0

1

1

<

«

1

5

1

:

の
差
違
に
し
て
、 

S
t
a
a
t
s
v
e
r
f
a
s
s
u
n
g

の
差
異
に
非
す
。
從
て
阈
體
の 

差
違
は
必
ず
し
？
憲
法
の
差
違
を*

^

せ
ず
。 

乃
ち
知
る
、
今
吾
人
が.玆
f

c
解
決
せ
ん
と
す
る
問
題
に 

时
て
は
少
な
く
と̂
>

三
欉
み
見
解
存
す
る
こ
と
を
。

(
一
)

國
體
政
體
共
に
憲
法
上
の
觀
念
に
し
て
、
然
S
 

爾
者
嚴
に
之
を
區
別
せ
次
る
可
於
ら
ずi

な
す
說

(

ニ)

國
*

卽
ち
政
體
に
し
て
、
二
者
の
間
に
實
質
上 

の
相
違
有
る
可
か
ら̂

i

な
ず
說
。

(

兰
國
體
は
憲
法
上
の
觀
念
に
非
岁
、
從
て
憲
法
は 

政
體
を
定
む
る
？
、ii
ff
i

を
定
む
る
乙
と
な
し
と 

す
る
說
。

：

.

第

一

說
に
し
て
、
國
體K

統
治
權
の
所
在
に
依
て
定 

f

、

政
體
は
銃
治
櫬
發
動
の
形
式

U

依
て
定
ま
る
名 

の
な
.る
t

を
意
味
す
る
な̂

ば
、
勿
論
之
に
賛
同
す
る

… 

八

I

 

-



82

を
欲
せ
梦
i

雖
？
、
若
し
然
ら
宇
し
て
、
'何
人
が
國
家 

‘

の
$

2

機
關
杧
る
や
に
依
<
國
體
を
定
め
ヽ
國
家
の
最 

高
機
關
杧
る
者
於
如
何
な
る
形
式
に
於
て
國
權
を
行
使 

す
る
や
に
依
て
政
體
を
筮
む
可
し
と
す
る
‘
な
れ
ば
、
予 

は
敢
<

之
を
排
斤
す
る
の
必
嬰
を
離
め
次
る
名
の
な
6
 

.如
何
と
な
れ
ば
何
人
於
國
家
の
最
高
機
關
杧
る
や
て
ふ
一 

問
題
と
、
如
何
な
る
形
式
に
於
<
國
權
を
行
使
す
る
や 

'

て
各
間
題
と
ft

全
く
同
一
.の
問
題
に
非
ず
し
て
之
を
區 

別
し
て
硏
究
ず
る
方«

學
上
一
層
便
宜
な6

と
思
惟
す 

N

ば
な
6

0

伹
し
普
通
に
國
體
と
云
ひ
、
政
體
と
云
ふ
_

は
等
し
く
國
家
の
政
治
組
織
を
表
示
す
る
語
に
し
て
、 

換
言
す
れ
ば
廣
義
の
政
體
は
國
體
及
び
狭
義
の
政
體
を
. 

w

る
名
の
な
6

。
S

れ
ば
此
の
意
味
に
於
<
第
ニ
一 

說
名
亦
正
當
な6

。
然
ら
ば
第
三
說
は
如
响
と
云
分
に
一 

國
體
な
る
語
に
將
殊
の
意
義
を
附
す
れ
ば
、
是
れ
亦
有
一 

:

効
に
成
立
す
る
乙
と
を
得
べ
し
。
我
か_

に
於
て
名
、 

阈
體
な
る
語
は
敎
育
刺
語
の
中
に
存
し
、
憲
法
の
條
文 

中
f

は
之
を
發
見
せ?'
'

る
を
以
て
、
：
之
に
偸
理
上
の
意 

:■

議
を
附
し
、
國
體
の.
觀
念
は
法
律
上
、
叉
從V

憲
法
上

の
觀
念
に
非̂

と
す
る
ぐ
決
し
て
無
理
な
る
解
釋
に
は 

非
す
。(

註j

然
れ
ど
名
予
»

事
ろ
國
體
及
び
狭
義
の
政I 

體
は
廣
義
の
政
體
と
共
に
、
或
る
場
合
，

U

於

V

は
法
律 

上
、
憲
法
上
の
意
義
を
有
す
る
と
同
肺
に
、
滕
に
は
類 

似
の
意
義
を
有
す
る
政
治上
、
偸
理
上
の
觀
念
允
る
.％ 

の
な
6

と
す
る
の」

If
a

當
な
る
を
思
^

名
の
な
6

。 

(

註)

敎
有
勅
語
に「

我
が
臣
民宽
<
取
に
克
く
孝
に傭
兆
心
を】

に
し 

て
、II
!
:々

厥
の
美
を
濟
せ
を
此
れ
我
が
國
體
の
靖
驰
に
L

X
数 

育
の
測
源
亦
赞
亿
此
亿
存
す

」

i

f
 

0此
の
嶽
合
の
'
國
體
は
餛 

法
上
の
觀
念
に
非
ず
し
て
、
忠
孝
の
大
栽
亿
關
す
る
倫
理
上
の
觀

.

〔

其

の

ミ〕

帝

_

議

會

と

襄

權
 

『

人
民
を
代
表
し
て
君
生
に
對
抗
す
る
は
我
舣
帝
國
_
 

會
の
地
位
に
非
チ
。
：
•
•
帝
國
議
會
は
組
織
の
內
部
に 

在
6

て
、
天
皇
を
箱
翼
し
、
統
治
を
賛
成
す
る
の
官
府 

杧
ム
。
•
•：
帝
國
_

食
の
意
思
は
天
皇
の
意
思i
合
し■ 

で
統
治
の
意
思
を.成
す
^P

の
に
非
す
。
若
し
然
ち
んic 

は

共

和

！
：
體

杧

6

。
帝
國
_

會
は
內
に
在
6

て
、
參
替 

る
の
み
、
之
を
採
る
と
否
と»
天
皇
.の
自
出
.な
6

。 

外
よ
6

見
れ
ば
、
帝
國
議
會
あ
る
？
、
な
き
？
同1'
:
.\°

唯
天
皇
の
統
治
あ
る
の
み
。

』

是
れ
上
杉
傅
士
の
憲
法
綱 

領

(

丸
〇
丨
九〗

L

r

M

)

IC
.E

ず
所
な
6

,
°

ff
i

士
E

に
論
を
. 

'
進
め
て
日
く
、

『

凡
を
法
律
の
案
文
を
定
め

V
、

.
議

會

の 

議
に
付
す
る
を
提
出
と
云
ふ
。
政
府
及
兩
饑
院
の
爲
す
一 

所
な
6

0

兩
_

院
之
を
霧
議
«

決

じ

.て

成

案

を

立

つ

る 

を
協
替
~

^
爲
す
。
協
替
を
經
お
る
名
の
は#

案
文
^

6

 

| 

議
會
に
命
令
の
權
能
な
し
。
未
だ
人
民^
對
し
て
遨
由
I
I 

の
効
力
を
生
せ
梦
。
議
決
せ
ら
れ^

ふ
ft

容
を
嘉
細
し 

之
を
法
律
と
し
て
命
令
す
る
は
、
大
權
の
行
動
^

6

。 

夭
皇
は
法
律
を
裁
可
す
る
こ
と
ヽ
憲
法
の
定
む
る
所
允 

6

0

裁
可
に
由
6

て
法
律
成
立
すo』

i

。(

綱
領 

一
ー
0

一
 

i

i
 .

1

1

頁)

予
管
て
本
誌
上
に「

立
憲
君
主
國
に
於
け：

| 

る
議
會
の
地
位」

と
題
し
て
卿
於
卑
見
を
陳
ぺ
*
る
こ 

と
あ
6

0

此
の
點
.

y

關
す
る
予
輩
の
見
解
は
上
杉ft
士 ；

一' 

Q

所
論
と
水
炭
相
啓
れ
ぎ
る
そ
の
あ6

、
論
^

れ

ば

際

| 

限
有
る
可
か
ら
ず
と
雛
名
、
前
同
の
論
述
と
の
重
钹
を

> 

避
く
る
が
爲
め
、
玆
に
は.一

言
傅
士
所
論
の
妄
を
辯
ず'

るU

业
め
ん
。

天
皇
と
帝
國
議
會
と
は
筧
傅
士
の
所
爾
表
現
if

立
.
關
.

係
.に
在
る
？
0-

な
6

。
.
然
ら
ば
則
ち
表
規
對
立
»
係
と 

は何ぞや？

博士

-«

說
明
し
<

日
く
、

『

事
物
於
表
现 

.

歸

1

の
關
係
に
立
ち
つ
、
あ
る
と
き
に
は
、
表
現
せ
ら
- 

れ
つ
、
あ
る
事
物
は 一 

つ
：

Q

場
合
で
^P

、
表
現
し
つ
、 

あ
る
事
物
は
常
に
多
數
あ
る

•

1

A

の
太
郞
を
表
现
す 

る
物
に
頭
腦
％

*

れ
ば
、
顔
面̂P

あ
6

、
胴
^
?
>あ
6

 

手
足
^P

あ
つ
て
、
1

本
の
爪
で
$
、

一
本
の
毛
で
名
皆 

太
郞
を
表
現
し
つ、
あ
る
。
そ
こ
で
頭
腦
卽
も
太
郞
、
 

顔
面
卽
ち
太
郞
、
，一
泰
％
卽
ち
太
郞
で
は
あ
る
け
れ
と 

名
、

太
谢
'̂
*
5
5ち 

ー.
€

.

^あ
る
と
电
3

れ
な
.，£
7
こ
と
は 

元
ょ
6

太
郞
.
'が
卽
ち
頭
腦
の
み
で
？
なS

於
ら
頭
腦
卽 

ち
太
郞
杧
る
頭
腦
と
顔
面
卽
ち
太
郞
允
る
顔
面
i

手
足 

卽
ち
太
郞
允
る
手
足i

^

«
gl
i

ち
太
郞
女
る
毛
髮
と
は 

各
相
對
立
し
つ
、
存
在
す
る
。
夫
れ^
:

^

*れ
-

に 

獨
立
す
る
毛
髪
や
顔
面
や
な
と
で
は
な
く
、
卽
%
皆 

太
郞
と
し
て
太
郞
に
歸一 .

し
つ
、
あ
る
事
物
で
は
あ
る 

が
、
此
性
質
此
方
面
を
有
す
れ
は
こ
そ
相
對
し
て
届
る 

此
輝
の
對
立
を
表
現
對
立
と
申
す.の

,̂

あ
る』

’

と
。(

國
：
 

家
の
.拼
究
ヽ 
一
二
八.七

頁)

以
上
の
.說
明1 C
侬

り
國
家
i

君
：：



画，雛

雜
錄

主
、'
君
主
と
議
會
、
譏
會
と
國
家
な
る
三
面
的
關
係
わ 

明
に
す
る
こ
と
を
得
べ
し
。
郞
ち
君
主
に
侬
て
.表
規
せ 

ら
る
、
名
の
は
國
家
な6

。
議
會U

侬

て

表

現

せ

ら 

.

る
、
名
の
亦
國
家
な
_

6

。
君
主
名
亦
國
家
の
君
主
な 

れ
ば
、
譏
會
名
亦
國
家
の
議
會«
/

ノ
。
是
を
以
て
君
主 

i

議
會
と
は
國
家
に
歸一
し
つ
、
互
に
相
對
立
す
る$
 

の
に
し
セ
、
卽
ち
表
现
對
立
の.關
傲
に
在
6

。
君
主
と 

議
會
と
の
關
係
は
獨
立
全
部
者
の
對
抗
關
係
i

見
る
可 

於
ら
少
、
同
一
の
全
都
に
歸
ー
し
つ
、
ぁ
る
部
分
の
*

 

立
關
係
な
6

°.
玆
に
對
立
と
云
を
は
對
抗
と
同
意
義
に 

,

解

す

可
/P

ら
t

、
對
立
r.
t

協
同
關
係
に
し
:<
、
對
抗
は 

分
立
關
係
把
れ
ば
な6

。
若
夫
れ
君
主
、

S

君
主
の
權
利 

を
以V

議
會
に
臨
み
、，
議
會
於
譏
會
の
權
利
を
以
て
君 

主
に
對
饥
す
る̂p

の
と
せ
Hr

、
：
國
家
は
君
主
と
議
會
と 

.

に
依v

 

ニ
分
せ
ら
れ
、
國
寒
卽t

君
主
*

6

、
國
家
卽 

ち
_

會
杧
る
の
矛
腐
を
生
梦
可
し
。
帝
國
議
會
於
人
民 

の
櫳
利
を
代
表
し
て
天
皇
に
»
杭
す
る
名
の
に
非
次 

る
«

憲
法
の
規
定
を
俟
杧
梦
し
て
明/;
>

な
る
？
、
法
理 

上
、
君
主
と
議
會
と
は
等
し.
.く
阈
家
を
表
現
し
、
國
家

八
四

に
歸
.1

し
つ
、
相
對
立
ず
る
？
の
な6

。
君
主
議
食
2

 

に
相
對
立
す
とft
失

れ

-

^

國

家

の

爲

め

に

將

殊

の

職
 

分
を
有
す
る̂

爲
め
に
しV

、

分
立
對
抗
の
關
係
に
在 

る
が
爲
め
に
は
非̂

る
な
6

。

叉
帝
國
議
會
は
直
接
立
：法
行
爲
に
關
與
す
る
ぢ
の
な 

6

°

天
皇
の
■裁
可
と
饑
會
の
議
決
と
相
俟
て
始
め
て
法 

律
は
成
立
す
。
帝
國̂

!

は
單
に
內
1C

在
6

.
て

天

皇

の 

立
法
行
爲
に
參
賛
す.
る
^P

の

に

非

^

る

な

6

。
上
杉
博 

士

は「

若
し
然
ら
ん
に
は
共
和
國
體
な6
J
 

i

云
ふ 

p̂
、

左
る
心
酣
は
毛
頭
有
る
可/;
>

ら
少
。
織
會
の
決
議 

を
採
用
す
る
と
せ
3'
'
る
と
は
一
つ
に
天
皇
の
御
一
存 

に
存
す
れ
ば
な
ゲ
。
然
れ
ど
名
法
律
と
し
<
成
立
す
る 

财
爲
め
に
は
天
皇
の
裁
可

あ，

る
議
俞
の
決
議
な 

ら
次
る
可
か
ら̂

。
天
皇
と
雖
ど3

、
議
會
の
議
決
せ 

次
る
.
名
の
に
裁
可
を
與
へ
で
、、
之
を
法
律
杧
ら
し
ひ
る 

こ
と
能
は̂

る
な
6

。
蕋
れ
憲
法
第
五
條
及
ぴ
第
三
七 

條
の
明
定
す
る
所
な
れ
ば
な
ぅ
。
上
杉
博
士
が

「

外
ょ 

6

見
れ
ば
、
帝
國
議
食
有
る
名
な
き
名
同
匕

」

i

日
べ 

る
は
、
帝
國
議
會
を
以
て
箄
な
る
天
皇
の
諮
詢
機
關
杧

ら
し
O'

る
务
の
な
-OS。

'

補
挪
機
關
tc

ら
し
ひ
る
名
の
な 

…

6

。
議
舍
は
單
な
る
諮_

機
關
に
»

非
岁
、
天
皇
の
諮 

:

詾
を
俟
て
始
め
て
活
動
す
る
名
の'に
非
3'
'

れ
ば
な
6

。

' 

又
議
會
は
單
な
る
補
弼
機
關
に
非
^
。
饑
會
の
協
替
行
一 

爲
は
國
務
各
大
臣
の
補
弼
行
爲
と
は
異
な
れ
る
な
6

。：

,

議
會
の
.協
賛
行
爲
は
法
律
成
立
の
要#

な
6

.
'
而
し
て 

.

議
會
の
決
議
は
法
律
其
の$

の
ゝ
成
立
要
素
な6

。
之 

:;
.

に
浪
し
て
國
務
大
陌
の
補
弼
行
爲»

/

天
皇
に
依
る
國| 

家
行
爲
の
成
立
栗
件
に
非
ず
、.
而
し

V

大
防
の
進
言
»
 

'
.天
皇
に
依
る
國
家
行
爲
其
の
？
の
、
成
立
要
素
に
非
，
 

次
る
な
6

。
國
務
谷
大
15

は
帝
國
憲
法
第
五
五
條
の
規 

定
に
依
6

天
蛊
の
諮
詢
ぁ
る
と
否
と
を
問
は
岁
、
：
天. 

皇
の
國
法
上
の
行
爲
に
關
す
る
名
の
に
付
き
て
は
補
獅 

0

責
を
負
ふ̂

p

の
な
6

と
雖
ど
？

P
、

天
皇
國
務
大
E5

の
.

\

 

1

!日
を
用
ゐ
梦
し
て
國
家
行
爲
を
爲
す
は
立
憲
政
治
の 

上
よ
6

見
れ
ば
甚
だ
悲
し
む
可
き
現
象
把
る
にi

な

\

 

■:

き
名
、
猶
法
律
上
國
家
行
爲
允
る
點
に
於
て
缺
く
る
所 

な
き
な
6

。
國
務
大
E

.の
補
弼
行
爲
は
內
部
の
作
用
に 

85

し
<

;
、
外
部
よ
6

見
れ
ぼ
常
_に

天

皇

.の
國
家
行
爲
ぁ 

隹 

矢

• 

§. 

A
f
c

る

み

み
,°

議
會
の
協
餐
行
爲
に
至<

は
則
ち
然
ら
少
。 

議
會
の
協
賛
行
爲
は
內
部
の
關
係
に
止t

る
名
の
に
非 

,

ず
、
議
會
の
決
議
を
要
素
と
な
さ
^
る
法
律
の
存
在
は 

憲
法
の
認
め
3'
'

る
所
な
れ
ば
な6

。
議
會
の
決
議
は 

天
皇
の
裁
可
を
得
て
法
律
と
な
る
名
の
な
6

0

裁
^
有 

て
始
め
て
法
律
有
る
歧
、
猶
議
會
の
議
決
有
.て
始
め
て 

法
律
有
る
が
如
し0

孰
れ
の
.一

づ
を
缺
く
名
法
律
は
成 

立
す
る
こ
と
な
し
。
衆
議
院
を
通
過
し
、.
貴
族
院
に
於 

て
否
決
せ
ら
れ
杧
る
議
案
に
對
し
て
裁
可
有
る
名
、
該 

案
は
直
に
法
律
と
な
る
名
の
に
非
ず
。
之
と
同
胂
に
雨 

院
を
通
過
し
*

厶
議
案
と
雖
ど$

、'

天
皇
の
裁
可
有. 

る
受
で
は
法
律
杧
る
效
カ
を
發
ず
る
乙
と
な
し
。
議
會 

の
決
議
を
以
<

法
律
の
成
立
婴
素
な6

と
な
す
％
、
我 

於
國
は
共
和
國
體
な
.
◊
と
云
ふ
に
非
次
る
や
言
を
俟
お 

梦
。
若

夫

れ
-

天
皇
1

法
±

帝
國
議
#
の
炔
議
を
採 

用
す
る
の
義
務.有
6

i

0.

言
を
爲
す
者
あ-C

N
i

假
定
せ 

ん
か
、
是
れ
疑
名
な
く
我
财
國
體
と
相
赛
れ
次
る
不
當 

許
す
可
か
ら
^
る
の
憲
法論
と
評
せ̂

る
を
#
^
。
，
然 

6

と
*

ど
？

P
、

我
财
猶
の
憲
法
學
者
中
、
斯
く
の
如
き
一

' 

> 

八
逬
.
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言
を
爲
ず
者
只
み|

人
名
有
る
苽
於
ら
妒
。
若
し
之
有 

ら
ば
叢
し
狂
人
の
妄
言
、
痴
者
，の
！

r

語
の
み
、
批
評
の 

，限
-C

N

に
非
^

る
な
6

。
予
輩
乃
ち
再
び
云
ふ
、
議
會
の 

' 

，議
決
を
採
用
す
る
と
否
と
は

i

つ
に
.
天
皇
の
御
一
存 

' 

U

存
す
る̂

P
、

法
律
と
し
ズ
成
立
す
る
名
の
は
常
に
裁 

可
せ
ら
れ̂

る
議
會
の
決
»

な

ら

次

る

可;)
>
ら

次

る

こ 

と
を
。

■
〔

其
の
四〕

憲
法
の
性
質
と
其
の
解
釋 

立
法
者
の
意
思
は
卽
ち
法
に
し
て
、
法
は
卽
ち
立
法 

者
の
意
思
な
せ
ば
、
一
旦
制
定
せ
ら
れ
杧
る
法
規 

は
如
何
な
る
社
會
事
情
の
#
遷
ぁ
る
名
更
に
制
定
法
規 

に
依
て
廢
止
變
更
せ
ら
る
、
ま
で
最
初
の
儘
永
外
に
其 

の
意
義
を
變
す
可
き名

の

に

非

ず

.
と

斷

言

せ

^'
る

を̂
 

ず
0

然
れ
ど
名
是
れ
法
於
社
會
生
活
：の
準
則
に
し
て
、
：
 

法
？
亦
社
會
と
共
に
進
化
し
、
':

發
達
す
る
の
理
を
解
せ 

る
の
言
i

云
は
^
る

可

か

ら

類

推

解

釋

と

稱

し 

,

精
神
解
釋
と
云
ふ
は
立
法
の
當
脖
に
於

V
,

全
く
豫
期
せ 

ざ
6

じ
事
項
に
類
似
の
規
定
を«

充
適
用
し
て
以
て
社 

看
の
新
事
情
に
適
應
せ
し
め
ん
と
す
る
名
の
’ 

t

外
な
ち
.

ず
？

. 乂
我
於
國
の
學
者
唞
u

tt

臺
灣
、
其
他
新
附
の
傾 

土
.於
我
於
傾
土
と̂

#

る
»

間
に
、
從
双
#.
の
領
土
內 

に
行
»

れ
把
.る
舊
法
は
消
滅
し
く
、
我
が
憲
法
を
始
め 

一

切

の

法

律
»-
其

の

效

カ

を

新

領

土

に

及

ぼ

す

名

の

な
 

論
ず
る
名
の
あ-0。

國
家
の
統
治
權
を
以V

法
の 

?1

源
な
6

と
す
る
に
於
て
は
、
領
土
の
割
讓
あ
れ
ば
其 

の
_

間
よ
6

割
讓
國
の
統
治
權
は
消
滅
し
、
受
讓
國
の 

統
治
權
其
の
上
に
行«

る
可
き
を
以
<
、
割
讓
あ 

る
瞬
間
よ
6

割
讓
地
に
於V

從
來
行
は
れ
來
れ
る
法
は 

全
然
'消
滅
しV

、

受
讓
國
の
法
律
其
の
地
に
行
は
る
、 

に
至
る
可
き
名
の
i

爲
す
tt
ls

し
ひ
に
足
ら*

と
雖
ど 

名

r

土
の
密
讓
1C
.依
6

、
其
の
地
に
行»

る
、
法
の 

全
部
が
根
底
よ6
、
}變
す
る
名
の
と
な
す
は
法
於
社
食 

生
活
の
準
則̂

る
こ
と
を
|
^
れ
^

る
名
の
な
6

。
領
土 

の
割
讓
は
統
治
權
の
所
在
を
：一
變
す
るS

、
社
#
生
活 

の
事
情
は
忽
然
と
し
て
一
變
す
る
名
の
に
非^
る
乙
と 

は
注
意
せ
ざ
る
可
か
ら
次
る
な6
。

さ
て
玆
.
に
吾
人
の
留
意
す
可
き
は
、
近
來
硬
性
憲
法 

(

占
部
敎
授
の
所1
_

憲
法)

と
軟
性
憲
法(

同
激
授
の

所
爾
i

法)

と
於
益
々
接
近
し
來
れ
る

1

事
卽
是
な 

i

 

(註
..

然
ら
ば
硬
軟
雨
種
の
憲
法
は
如
何
な
る
經
路 

を
池
6

V

互
に
接
近
し
來
れ
る
や
と
云
ふ1C
、
是
れ
に 

は
重
な
る
原
因
三
有6
 0

成
文
憲
法
の
認
め
含
る
幾
多 

の
原
則
、
種
々
の
憤
習'が
發
達
し
增
加
し
女
る
こ
と
；止 

.
に

其

の

一

因

た

み
:0
:
一
 

般
の
立
法
手
鑛
於
祓
雜1C
I

れ 

る
t

と
其
の
第一

一
の
原
因
允6

0

而
しV

軟
桦
憲
法 
'が 

益
々
硬
性
憲
法
の
特
質
を
帶
ぶ
る
に
至
れ
る
こ
と
第
三 

の
原
因
杧
6

?

(

註)

此
の
祺
は7
 

!ゥH

ル
，
，
一
敎
授
の

「

英
國
憲
法
論

」

の
胃
頭
に
詳 

述
し̂

れ
ば
，
就
て
见
ら
れ
た
し
。

 

.

第
三
の
事
情
ょ6

述

ぶ

る

に

、
，、
英

國

は

所

爾

軟

性

憲
 

法
.
の
画
に
し
て
、
其
の̂

を
女
と
し
、
女
を
男 

i

す
る
以
外
の
萬
事
を
爲
し
得
可
く
、
固
ょ
6

憲
#
制 

定
權
と
普
通
立
法
權i

の
區
別
を
認
め
卞
ヽ
憲
法
的
法 

律
を
定
ひ
る
場
合
令
、
.普
通
の
法
律
を
定
む
る
場
合
名

. 

同
|5

國
會
奴
同
匕
手
續
を
以 
<
 
ず
る
名
の
が
i

憲
法 

制
定
權
i

普
通
立
法
#

と
の
區
別
を
認o

る
國
に
在
6

 

て
は
、
«

法
を
變
更
す
る
場
合
に
或
は
特
殊0

機
關
に 

.

/

.

;

雜

て
.

錄
.

' 

、

依
る
可
き
こ
と
をM

め
、
或
は
特
に
多
數
の
表
決
を
必 

要
と
し
、
'或
は
修
正
案
を
採
用
す
る
に
先
ち
ズ
總
選
擧 

を

行
^

乙
^

0

を
^

が
广~
0
^
\
る
か
如
き
最
^p

^
通
に
見
る 

ノ

所
な
れ
ど
？
、
，英
國
近
拇
の
政
界
を
見
る
に
、
憲
法
上 

の
重
要
な
る
變
页
を
爲
す
に
當
り
て
は
、
先
づ
總
選
擧 

\

を
行
ひ
其
の
緒
果
議
會
财
選
擧
民
よ6

憲
法
上
の
變
E

 
I

を
爲
す
.可
き
委
任
を
受
く
可
し
と
す
る
の
傾
向
益
々
顯 

\

著
な
る
名
の
*

6

。(

註)

這
は
固
よ
6

法
律
の
要
求
す 

I

る
所
に
非
次
るS

、
英
國
の
如
く
輿
論
を
尊
重
す
る
國 

に
在
6

て
は
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
名
の
に
し
<

、

- 

是
れ
軟
性
憲
法
名
亦
著
し
く
硬
性
憲
法
の
特
質
を
帶
ぶ 

る
に
至
れ
る
一'
例
な
6

。

人
註)

妓
记「

委
任」

な
る
語
を
用
匁
把
る0
、
予
は
固
よ9
之
亿
法
徘 

上
の
意
義
を
附
せ
ん
と
す
る8
の
に
非
ず0
|
?
^
幸
に
謨
解
す
る 

| 

な
か
5

んNJ

と
を
5
t̂i
>
o

一

.

又
第
二
の
I
事
情
に
付
て
一
，言
す
る
に
、

一
八
四
八
年 

の
瑞
西
憲
法
は
之
於
變
觅
に
公
民
投
票
を
聚
求
し
、
普 

,

通
の
法
律
に
付
て1/
±

該
制
度
を
認
め
次6

し
名
ヽ1

八 

七
四
年
に
ば
公
思
投
票
制
度
を
普
通
の
.法
律
に
名
及
ぼ
：：

• 

■

八
七：
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し
杧
れ
ば
尙
多
少
の
相
違
己
そ
存
し
杧
れ
、
憲
法
の
修 

茈
手
續
と
普
通
法
律
の
修
正
手
續
と
の
間
に
は
大
な
る 

徑
庭
を
存
せ
次
る.に
至
れ
6

0
 

’若
夫
れ
第j

の
事
情
に 

至
て
.

«

實
秒
の
存
す
る
名
の
殆
ん
ど
枚
擧
に
邊
あ
ら
^

 

獨
逸
帝
國
の
#

邦
參
事
院
は
毎
年(a

l
s
r
i
g
)

召
集
^

#

 

せ
ら
る
可
き
規®

な
る
に
名
拘
は
ら
ず
、
旣
に
久
し
く 

召
集
及
び
閉
會
を
命
せ
ら
れ̂

る
こ
と
な
く
、
今
日
に 

於
て
は
全
く
常
設
常
置
の
機
關
ゾ
な
ん
ノ
杧
る
於
如
き
名
.

:

其
の
著
し
き
一
例
な6

。
或
る
獨
逸
の
憲
法
學
者
は
此 

の
事
實
を
法
理
上
ょ-o

辯
護
す
る
が
爲
：§
、
聯
紙
參
事 

■
院
は
毎
年
召
集
せ̂

る
V

W

と
を
要
す
る
.名

の

.
に

非

岁 

し
て
、
唯
每
年
開
於
れ
て
在
る
こ
と
を
要
す
る
名
の
な 

6

と
解
釋
し
*

4

。
叉
北
米
合
衆
國
に
於
て
、
大
統
領 

を
選
擧
す
る
名
の
は
疑4

な
く
合
衆
1|

の
人
民
な
れ
と 

i

實
際
に
於
て
は
、
選
擧
人
は
.全
然
自
由
に
大
統
領 

,

を
選
擇
し
得
る
名
の
に
非
步
し
て
、
政
黨
‘の
歡
菌
し
杧 

:

る一

定
の
候
補
者
の
爲
め
に
投
票
す
る
乙
と
、
猶
英
國 

王
、が
兩
院
を
通
過
し
女
る
法
案
を
實
際
に
拒
否
せ
次
る 

,

が
如
き
な
6

。
我
於
國y

於
て
.々

斯
か
る
事
例
は
將
來

.
八
八

益
々
if

加
す
可
き
£

i

、
信

^

。

帝

國

憲

法

第

五

芄

條
 

に
は「

國
務
各
大
'

&」

と
あ
る
名
ヽ
大
货
連
帶
貴
任
の
原 

則
確
立
す
る
に
非
次
れ
ば
憲
法
運
用
の
全
き
を
期
す
^

 

か
ら
ず
。
叉
國
務
各
大E

は
憲
法
上
天
皇
を
輔
弼
す 

る
の
職
務
を
果
せ
ば
足
る
可
し
と
雖
$
、
譏
會
の
意
嚮 

i

國
民
の
輿
論
と
を
無
視
す
る
大R

の
進
言
は
憲
政
の 

發
達
を
阻
害
す̂

き
の
み
。

の
停
會
及t5

解
散
は 

等
し
く
天
皇
の
大
襬
に
興
す
と
雖
ど

.P、

相
當
の
理

_ 

由なきに妄

6

に
議
會
を
停
舍
し
、
解
散
す
る
こ
と 

あ
ら
ば
、
國
政
に
大
な
る
支
障
を
來
す
可
き
や
必
，せ
6

 

大
择
を
任
免
す
る
は
天
皇
の
大
權
に»

す
と
*
名
議 

.會
の
信
賴
す
る
大K

を
罷
免
し
、
議
會
の
信
任
せ
次
る 

大
臣
を
留
任
せ
し
む
る
於
如
き
は
唯
々
奸
K

の
跋
扈
跳 

梁
を
促
す
所
以
把
る
の
み
。
上
杉
傅
士
憲
独
綱
傾
最
後 

の
頁a

,

記
し
て
日
く
、

『

若
夫
れ
憲
法
改IH
の
手
續
t

依 

ら
ず
し
て
憲
法
を
中
止
し
、s -
の
他
憲
法
に
異
な
る
の 

處
置
を
爲
す
は
固
よ6

主
權
本
來
の
性
質
に
し
て
天 

皇
の
本
質
と
しy

、

之
を
保
有
す
る
？
の
、
實
に
我
君 

主
國
體
の
撕
疋
な
る
所
以
な6』

と
。
帝
國
憲
法
は
固
よ

6

欽
定
憲
法
な
/

ノ
と
雖
ど
？
、
發
布
せ
ら
れ
杧
る
以
上 

は
旣
に
私
の
規
則
に非
梦
。
憲
法
は
正
に
獨
家
の
法
杧 

i

香
人
の
考
究
す
る
は
國
家
の
法
と
し
て
の
憲
法
な 

欠

立
憲
國
と
しV

の
大
！

I
I

本
帝
國
な
6

、
立

憲

君

主j 

と
し
て
の
天
皇
な-
0\、
立

憲

，政

治

の
機
關
と
し
て
の
議

| 

會
な
6

、
.
立

憲

君

主

の

補
弼
者
と

し

，
•
の
國
激
大
E

な 

x

v

>立
憲
國
民
と
しy

の
A

民
な
6

。
博
士
の
所

論

の
. 

如
き
は
唯
々
吾
人
をし

<
傅

士

於

何

'が

爲
め
に
憲
法
を 

_

せ
ら
る
、
や
を
疑
は
し
む
る
の
み
。-
一
國
立
憲
政
治 

一
の
浪
長
は
主
と
し
て
人
■民
立
憲
思
想
の
發
達如
何
に
：

‘

由
る
。
而
丨
.』

人
民
の
立
憲
思
想
は
敎
育
の
普
及
、
政
一 

治
的
知
識
の
發
達
、
國
民
道
德
の
進
步i

共

に

日

に

月| 

に
進
展
向
上
しV

已
ま
次
る
な
6

。
社
會
生
活
の
準
則\ 

杧
る
法
が
社
會
の
發
達
と
共
に
進
步
す
る
は
憲
法
の
場 

合
に
於
て
.？
亦
眞
理
な
6

0

社
會
生
活
の
實
惝
を
基
礎. 

と
せ
3'
'

る
法
は
空
文
の
み
。
.人
民
を
無
視
す
る
憲
法
論
一 

は
憲
法
論
と
し
て
三
文
の
價
値
ぢ
有
る
可
か
ら
ず
。
夫 

れ
立
憲
政
治
は
猶
廣
く
深
き
海-0
如
し
。
人
民
は
此
の 

海
に
注
ぐ
百
千
の
細
流
な6

。
或
る
名
の
は
斷
崖
絕
壁

の
間
を
走
6

r

或
る
^

^

の
»

鋩
々
杧
る
平
野
を
流
れ
、 

或
は
東
に
發
しV

西
に
向
ひ
、或
は
北
よ
6

しV

南
す
。 

千
態
萬
狀
.1

な
ら
岁
と
雖
ど
名
、
歸
す
る
所
は
一
つ
海 

あ
る
の
み
。
人
民
を
無
視
し

V

は
憲
法
を
講
b

、
立
憲 

政
治
を
說
く
能
は
少
と
知
る
可
し
。

(

完

)


